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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。 

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。 
    ３. 潜在株式調整後１株当たりの四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。 

回次 
第25期 

第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第24期 

会計期間 

自平成20年 
５月21日 
至平成20年 
８月20日 

自平成19年 
５月21日 
至平成20年 
５月20日 

売上高（千円） 12,507,195 44,452,020 

経常利益（千円） 454,221 1,647,280 

四半期（当期）純利益（千円） 204,362 910,457 

純資産額（千円） 6,808,333 6,672,721 

総資産額（千円） 19,766,840 18,983,367 

１株当たり純資産額（円） 877.36 859.89 

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円） 

26.34 117.33 

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

－ － 

自己資本比率（％） 34.4 35.2 

営業活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

660,868 1,443,377 

投資活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

△268,297 △2,340,415 

財務活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

136,157 677,047 

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円） 

1,943,922 1,415,192 

従業員数（人） 704 702 

3398/2009年-2-



２【事業の内容】 
 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

  

３【関係会社の状況】 
 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 
  

４【従業員の状況】 
(1）連結会社の状況 

  （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーやアルバイト）は、当第１四半期連結会計期間の平
均雇用人員（１日８時間換算）を（ ）外数で記載しております。 

  
(2）提出会社の状況 

  （注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーやアルバイト）は、当第１四半期会計期間の平均雇
用人員（１日８時間換算）を（ ）外数で記載しております。 

平成20年８月20日現在

従業員数（人） 704 (908) 

平成20年８月20日現在

従業員数（人） 615 (765) 
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第２【事業の状況】 
１【仕入及び販売の状況】 
   当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一事業を営んでおりますが、商品部門を事業の種類別セグメ 
   ントと見なして記載しております。 
  (1)仕入実績 
       当第１四半期連結会計期間の仕入実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。 

 (注)１．上記の金額は、物流益等（店舗への直送受託収入から直送委託費用を控除した物流益及び発注にかかるデータ
          収入）を控除しておりません。 
      ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
      ３．ヘルス、ビューティ、ライフ、調剤の主な取扱品目は以下のとおりであります。 
       ヘルス  …医薬品、ビタミンサプリメント等の健康食品、救急用品等の医療用品 
       ビューティ…カウンセリング化粧品、洗顔料等のフェイスケア商品、ボディソープ等のボディケア商品、 
             シャンプー等のヘアケア商品、歯磨等のオーラルケア商品 
       ライフ  …オムツ等のベビー関連商品、介護用品、生理用品、洗剤、家庭用品、ペットフード、靴下や 
             肌着等の衣料用品、家電用品、菓子・飲料 
      調剤   …薬局にて処方する医療用医薬品 
  
    (2)販売実績 
       ①商品部門別販売実績 
        当第１四半期連結会計期間の販売実績を商品部門別に示すと、次のとおりであります。 

 (注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
  

区分 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

前年同期比（％） 

ヘルス （千円） 1,652,520 － 

ビューティ （千円） 2,361,008 － 

ライフ （千円） 4,946,857 － 

調剤 （千円） 512,800 － 

合計 （千円） 9,473,186 － 

区分 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

前年同期比（％） 

ヘルス （千円） 2,639,896 － 

ビューティ （千円） 3,176,332 － 

ライフ （千円） 5,925,588 － 

調剤 （千円） 765,378 － 

合計 （千円） 12,507,195 － 
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       ②地域別販売実績 
       当第１四半期連結会計期間の販売実績を地域別に示すと、次のとおりであります。 

 (注)１．店舗数は当第１四半期連結会計期間末現在のものであります。 
   ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

区分 店舗数（店） 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

前年同期比（％） 

石川県 （千円） 54 5,747,018 － 

富山県 （千円） 29 2,885,691 － 

福井県 （千円） 27 2,818,986 － 

新潟県 （千円） 11 1,055,499 － 

合計 （千円） 121 12,507,195 － 
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２【経営上の重要な契約等】 
 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
  

３【財政状態及び経営成績の分析】 
(1) 業績の状況  
   当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国の景気後退に対する不安感が強まる中、原油価格や原材
料価格の高騰により企業収益は減少傾向となり、設備投資にも頭打ち感がでできたことから、景気減速が懸念され
る状況となりました。 

    また、ガソリンや食料品を中心に物価上昇が加速したこと等により家計の実質購買力が低下し、消費者マインド
の悪化も顕著となり、個人消費は停滞色が強まりました。 

    当ドラッグストア業界におきましては、激しい出店競争や経営統合等の動きに加え、改正薬事法の施行に伴う医
薬品販売の先行きの厳しさ等により、依然として厳しい経営環境が続いております。 

    このような環境の中、当社グループでは、引き続き、地域のお客様に支持される売場づくりに努めると共に、既
存店の活性化にも注力し、当第１四半期連結会計期間において３店舗の全面改装を実施いたしました。 

    店舗の新設につきましては、期初計画通り、ドラッグストアを、富山県に１店舗、福井県に１店舗、新潟県に２
店舗の合計４店舗の出店を行い、さらなるドミナント化を推進するとともに、新潟県の２店舗は新潟市内での初め
ての出店となり、新規エリアへの出店も拡大いたしました。 

    この結果、当第１四半期連結会計期間末の当社グループの店舗数は、ドラッグストア118店舗（内調剤薬局併設
36店舗）、調剤専門薬局３店舗の合計121店舗となっております。 

    以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高125億7百万円、営業利益4億45百万円、経常利益4億54
百万円、四半期純利益2億4百万円となりました。 
  
(2) 財政状態の分析 
  当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて7億83百万円増加し197億66百万円
となりました。その主な要因は、新規出店に伴う有形固定資産の増加4億3百万円、商品の増加1億15百万円等によ
るものであります。 

    負債合計は、前連結会計年度末に比べて6億47百万円増加し129億58百万円となりました。その主な要因は、仕入
債務の増加6億26百万円、新規店舗の設備投資を使途とする長期借入金（１年以内返済予定含む）の増加1億96百万
円、賞与引当金の減少1億57百万円及び未払法人税等の減少2億84百万円等によるものであります。 

    純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1億35百万円増加し68億8百万円となりました。 
  
  (3) キャッシュ・フローの状況 
      当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べて5億28百万円増加し、19億43百万円となりました。 
     当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
    （営業活動によるキャッシュ・フロー） 
        営業活動の結果得られた資金は6億60百万円となりました。これは増加要因としては主に、税金等調整前四半期

純利益4億2百万円、減価償却費の計上1億45百万円、仕入債務の増加6億26百万円があり、減少要因としては主に、
たな卸資産の増加1億15百万円、賞与引当金の減少1億57百万円、法人税等の支払額3億99百万円等によるもので
す。 

     （投資活動によるキャッシュ・フロー） 
     投資活動の結果使用された資金は2億68百万円となりました。これは減少要因としては主に、新規出店に伴う有

形固定資産の取得による支出4億87百万円、定期預金の預入による支出3億18百万円があり、増加要因としては主
に、定期預金の払戻による収入6億60百万円等によるものです。 

     （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
     財務活動の結果得られた資金は1億36百万円となりました。これは主として、新規店舗の建物建築資金等を使途

とする長期借入れによる収入4億円、長期借入金の返済による支出2億3百万円等によるものです。 
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  (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 
    当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。 
  
  (5) 研究開発活動 
    該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 
 当第１四半期連結会計期間において完成した主要な設備は、次のとおりであります。 

  提出会社 

 （注）１．帳簿価額「その他」は、工具器具備品、リース資産、建設協力金であります。 
２．従業員数の〔 〕内は、パート社員及びアルバイト（１日８時間換算）であり、外書で記載しております。
３．土地面積のうち賃借中のものは、「土地賃借面積」に記載しております。  

    ４．金額には、消費税等は含まれておりません。 
  
(2）設備の新設、除却等の計画 

    当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設のうち変更があった
計画、及び新たに確定した重要な設備の新設、改修計画は次のとおりであります。 

   ①重要な設備の新設 

 （注）１. 投資予定金額には敷金保証金、建設協力金を含めております。 
 ２. 金額には、消費税等は含まれておりません。 
  
 ②重要な設備の改修  

 （注）金額には、消費税等は含まれておりません。 

事業所名 
（所在地） 設備の内容 

帳簿価額（百万円） 

従業員数 
（人） 完成年月 建物及び 

構築物 
(千円) 

土地 
(千円)  
(面積㎡) 

土地賃借 
面積 
(面積㎡) 

保証金 
及び敷金 
(千円)  

その他 
(千円)  

合計 
(千円)  

 城端店 
（富山県南砺市） 

販売設備 130,652 － (3,356.00) 2,340 25,095 158,087 
4 

〔 4〕
平成20年6月

 文京店 
（福井県福井市） 

販売設備 53,332 － (2,837.56) 10,000 58,238 121,570 
4 

〔 5〕
平成20年6月

 空港通り店 
（新潟県新潟市東区） 

販売設備 26,031 － (4,471.71) 13,680 91,082 130,793 
5 

〔 3〕
平成20年7月

 女池店 
（新潟県新潟市中央区） 

販売設備 109,691 － (2,553.33) 15,000 18,289 142,980 
4 

〔 3〕
平成20年8月

会社名 事業所名 所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 
方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 
増加能力 総額 

(千円) 
既支払額 
(千円) 

着手 完了 

株式会社 

クスリのアオキ 
篠ノ井店  長野県長野市 販売設備 189,960 136,138 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 4月 

平成20年 

 9月 

売場面積 

959.84㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
中田店  富山県高岡市 販売設備 162,908 29,404 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 4月 

平成20年 

 9月 

売場面積 

997.24㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
穂波店  新潟県柏崎市 販売設備 175,970 27,650 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 6月 

平成20年 

 10月 

売場面積 

975.55㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
宇ノ気店  

石川県 

かほく市  
販売設備 190,690 34,175 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 6月 

平成20年 

 11月 

売場面積 

977.13㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
中曽根店  富山県高岡市 販売設備 94,820 21,653 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 7月 

平成20年 

 11月 

売場面積 

937.18㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
小浜店  福井県小浜市 販売設備 202,245 38,412 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 7月 

平成20年 

 12月 

売場面積 

730.36㎡ 

株式会社 

クスリのアオキ 
鶴ヶ丘店  

石川県河北郡

内灘町  
販売設備 126,620 50,000 

自己資金、 
借入金及び 
リース 

平成20年 

 7月 

平成20年 

 12月 

売場面積 

856.35㎡ 

会社名 事業所名 所在地 設備の内容 

投資予定金額 
資金調達 
方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の 
増加能力 総額 

(千円) 
既支払額 
(千円) 

着手 完了 

株式会社 

クスリのアオキ 
勝山店 福井県勝山市 販売設備 9,000 － 

自己資金 

及びリース 

平成20年 

 9月 

平成20年 

 10月 
― 

株式会社 

クスリのアオキ 
舞屋店 福井県福井市 販売設備 15,000 － 

自己資金 

及びリース 

平成20年 

 9月 

平成20年 

 10月 
― 
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第４【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 
①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 
       該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 
 該当事項はありません。 
  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 
 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま
せん。 
  

種類 発行可能株式総数（株） 

  普通株式 20,000,000 

計 20,000,000 

種類 
第１四半期会計期間末現在発行数 

（株） 
（平成20年８月20日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年10月１日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式 7,760,000 7,760,000 
東京証券取引所 
（市場第二部） 

－ 

計 7,760,000 7,760,000 － － 

年月日 発行済株式総数
増減数（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金 
残高（千円） 

平成20年５月21日～ 
平成20年８月20日 

― 7,760,000 ―  1,294,330 ―  1,446,570 
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（６）【議決権の状況】 
      当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年５月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお
ります。 

①【発行済株式】 

  
②【自己株式等】 
 該当事項はありません。 
  

２【株価の推移】 
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

３【役員の状況】 
 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
  

平成20年５月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 ―  ―  ― 

議決権制限株式（自己株式等） ―  ―  ― 

議決権制限株式（その他） ―  ―   ― 

完全議決権株式（自己株式等） ― ―  ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,759,900 77,599  ― 

単元未満株式 普通株式    100 ― 
１単元（100株）未満の
株式 

発行済株式総数 7,760,000 ― ― 

総株主の議決権 － 77,599 ― 

月別 平成20年 
６月 ７月 ８月 

最高（円） 921 900 911 

最低（円） 851 845 861 
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第５【経理の状況】 
１．四半期連結財務諸表の作成方法について 
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府
令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年５月21日から
平成20年８月20日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま
す。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年５月20日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 2,151,922 1,965,192 
売掛金 508,865 516,764 
商品 4,933,894 4,818,703 
未収入金 537,974 527,899 
その他 297,427 372,911 
流動資産合計 8,430,083 8,201,471 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） ※  7,720,469 ※  7,536,413 

土地 770,565 770,565 
その他（純額） ※  516,016 ※  296,373 

有形固定資産合計 9,007,050 8,603,352 
無形固定資産   
借地権 408,702 390,554 
その他 34,634 27,521 
無形固定資産合計 443,336 418,076 

投資その他の資産   
敷金及び保証金 1,221,647 1,195,825 
その他 667,123 567,040 
貸倒引当金 △2,400 △2,400 

投資その他の資産合計 1,886,370 1,760,466 

固定資産合計 11,336,757 10,781,896 

資産合計 19,766,840 18,983,367 
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年５月20日) 

負債の部   
流動負債   
買掛金 6,781,716 6,155,377 
短期借入金 969,544 930,033 
未払法人税等 174,640 459,251 
賞与引当金 196,394 353,771 
役員賞与引当金 7,194 21,000 
ポイント引当金 394,235 372,242 
その他 977,197 829,254 
流動負債合計 9,500,922 9,120,931 

固定負債   
長期借入金 2,967,250 2,810,022 
退職給付引当金 80,427 79,552 
役員退職慰労引当金 208,800 210,750 
その他 201,108 89,390 
固定負債合計 3,457,585 3,189,715 

負債合計 12,958,507 12,310,646 
純資産の部   
株主資本   
資本金 1,294,330 1,294,330 
資本剰余金 1,497,114 1,497,114 
利益剰余金 4,008,285 3,866,003 
株主資本合計 6,799,730 6,657,448 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 8,602 15,272 
評価・換算差額等合計 8,602 15,272 

純資産合計 6,808,333 6,672,721 

負債純資産合計 19,766,840 18,983,367 
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年５月21日 
 至 平成20年８月20日) 

売上高 12,507,195 
売上原価 9,322,672 
売上総利益 3,184,522 
販売費及び一般管理費 ※  2,739,252 

営業利益 445,270 
営業外収益  
受取利息 1,102 
受取配当金 855 
受取家賃 8,493 
固定資産受贈益 6,894 
その他 16,554 
営業外収益合計 33,900 

営業外費用  
支払利息 17,566 
賃貸収入原価 4,730 
その他 2,652 
営業外費用合計 24,949 

経常利益 454,221 
特別損失  
減損損失 51,816 
特別損失合計 51,816 

税金等調整前四半期純利益 402,405 
法人税、住民税及び事業税 140,552 
法人税等調整額 57,489 
法人税等合計 198,042 

四半期純利益 204,362 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年５月21日 
 至 平成20年８月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  
税金等調整前四半期純利益 402,405 
減価償却費 145,620 
減損損失 51,816 
賞与引当金の増減額（△は減少） △157,377 
役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,806 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 874 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,950 
ポイント引当金の増減額（△は減少） 21,992 
受取利息及び受取配当金 △1,958 
支払利息 17,566 
売上債権の増減額（△は増加） 7,899 
たな卸資産の増減額（△は増加） △115,190 
仕入債務の増減額（△は減少） 626,338 
その他 92,706 
小計 1,076,938 
利息及び配当金の受取額 1,958 
利息の支払額 △18,451 
法人税等の支払額 △399,576 

営業活動によるキャッシュ・フロー 660,868 
投資活動によるキャッシュ・フロー  
定期預金の払戻による収入 660,000 
定期預金の預入による支出 △318,000 
投資有価証券の取得による支出 △1,498 
有形固定資産の取得による支出 △487,331 
無形固定資産の取得による支出 △18,597 
敷金及び保証金の差入による支出 △28,881 
敷金及び保証金の回収による収入 3,060 
その他 △77,049 

投資活動によるキャッシュ・フロー △268,297 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
長期借入れによる収入 400,000 
長期借入金の返済による支出 △203,261 
割賦債務の返済による支出 △11,430 
リース債務の返済による支出 △2,966 
配当金の支払額 △46,184 

財務活動によるキャッシュ・フロー 136,157 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 528,729 
現金及び現金同等物の期首残高 1,415,192 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,943,922 
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

【簡便な会計処理】 
     重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
  
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

    該当事項はありません。 

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

会計処理基準に関する事項の
変更 
  

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 
  たな卸資産 
   通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従
来、主として売価還元法による原価法によっておりまし
たが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価
に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７
月５日）が適用されたことに伴い、主として売価還元法
による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下
に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 
  これにより、売上総利益、営業利益、経常利益及び税
金等調整前四半期純利益は、それぞれ46,288千円減少し
ております。 
(2) リース取引に関する会計基準の適用 
  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、
従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって
おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業
会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第
一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引
に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計
制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４
月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期財務諸表
から適用することができることになったことに伴い、当
第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用
し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。
また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ
ース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐
用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しており
ます。 
  なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権
移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃
貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用し
ております。 

   これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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【注記事項】 
（四半期連結貸借対照表関係） 

  
（四半期連結損益計算書関係） 

  
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年８月20日） 

前連結会計年度末 
（平成20年５月20日） 

※ 有形固定資産の減価償却累計額   2,690,518千円 ※ 有形固定資産の減価償却累計額   2,577,172千円 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

報酬及び給料手当 1,010,515千円 

退職給付費用 16,962千円 

ポイント引当金繰入額  394,235千円 

賞与引当金繰入額  148,236千円 

役員賞与引当金繰入額  7,194千円 

役員退職慰労引当金繰入額  7,150千円 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年８月20日現在） 
現金及び預金勘定 2,151,922千円 
預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △208,000千円 

現金及び現金同等物  1,943,922千円 
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（株主資本等関係） 
当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月20日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成20年５月21日 至
平成20年８月20日） 
１．発行済株式の種類及び総数 
 普通株式    7,760,000株 
  
２．自己株式の種類及び株式数 
 該当事項はありません。 
  
３．新株予約権等に関する事項 
 該当事項はありません。 
  
４．配当に関する事項 
 配当金支払額 

（セグメント情報） 
【事業の種類別セグメント情報】 
 当第１四半期連結累計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 
  当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一事業を営んでおり、事業の種類別セグメントの記載は
困難であるため、記載を省略しております。 
  
【所在地別セグメント情報】 
 当第１四半期連結累計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 
  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 
  
【海外売上高】 
 当第１四半期連結累計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 
  海外売上高がないため、該当事項はありません。 
  
（有価証券関係） 
 当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月20日） 
  有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり
ません。 
  
（デリバティブ取引関係） 
 当第１四半期連結会計期間末（平成20年８月20日） 
  当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。 
  
（ストック・オプション等関係） 
当第１四半期連結会計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 
該当事項はありません。 
  

（企業結合等関係） 
    当第１四半期連結会計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 
     該当事項はありません。 

  
（決議） 株式の種類 配当金の総額 （千円） 

１株当たり配
当額（円） 基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年８月19日 
定時株主総会 

普通株式 62,080 8 平成20年５月20日 平成20年８月20日 利益剰余金 
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（１株当たり情報） 
１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 
       該当事項はありません。 
  

（リース取引関係） 
 当第１四半期連結会計期間（自 平成20年５月21日 至 平成20年８月20日） 

     リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取
引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース取
引残高は前連結会計年度末と比べて著しい変動がありません。 
  

２【その他】 
 該当事項はありません。 
  

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年８月20日） 

前連結会計年度末 
（平成20年５月20日） 

１株当たり純資産額 877.36 円 １株当たり純資産額 859.89 円

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 26.34 円

  
当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年５月21日 
至 平成20年８月20日） 

四半期純利益（千円） 204,362 
普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 204,362 
期中平均株式数（株） 7,760,000 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 

3398/2009年-20-



  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年９月30日

株式会社クスリのアオキ 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

 
指定社員 
業務執行社員   公認会計士 坂下 清司  印 

 
指定社員 
業務執行社員   公認会計士 山田 雄一  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クスリ

のアオキの平成20年５月21日から平成21年５月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年５月21日か

ら平成20年８月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クスリのアオキ及び連結子会社の平成20年８月20日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注） １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半
期報告書提出会社）が別途保管しております。 

     ２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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